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A Study on Golf-Swing 
Hedetoshi Konari 
Abstract 
In striking golf ball， the use of arms， the turns of shoulders， hips and 
legs， and the shifting of weight on feet are among the important factors 
to secure a longer and truer flight. This paper tries to examine mainly 


















































































上級者 M.O (53年度北海道アマチュア選手権優勝 HDCP 4) 
中級者 T. N， N. K (HDCP 11， 16) 
初級者 T. H， K.I (日DCP36，なし) 計5名 (Tab.1) 
(2) 実験場 苫小牧高専体育館
(3) 測定日 昭和57年 3月
(4) 実験方法
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ま先荷重が大きく回転軸の前後の動揺が激しい。インパクトの時点で初級者は
特に前のめりでとらえる傾向があり右脚から左脚への荷重変換が小さくダウン
スイングの回転軸の動揺を示す。又フォロースルーでの左田転が浅く小さいの
も特徴的である。このことはテークパック時での時計廻り方向の右脚を通る回
軸の廻りの水平回転が行われていず軸の動揺とスウェイを現し，ダウンスイン
グ時で時計廻り方向の水平回転が左脚を通る地面にやや右l乙傾いた回転軸の廻
りに行われていないことを示す。即ち回転軸の動揺を示し左右方向の体重移動
に止まっている傾向を示している。又乙れらの現象は黍直方向の上下動を誘発
し身体の回転力をクラブヘッドに与えていないためにボールへの打撃力をロス
していると考えられる。中級者は初級と上級の中間的傾向を示しているように
考えられる。
ゴルフスイングにおける下肢の動作を筋電図によって判定し且つ荷重変化の
解析するための補完的な資料としてゴルフスイングに主に使われると推定され
る4種類の下肢筋の筋電図を作成したものである。測定筋は主として次のよう
な機能をもっている。外側広筋は膝蓋骨l乙向って集る筋肉ですべての重量支持
姿勢において膝関節を保ち平均のとれた緊張を維持する，又腰関節の姿勢に関
係のない膝の伸筋である。半1建様筋は主として膝の屈曲をつかさどるが頚骨の
内方回転にも作用する。ひらめ筋は足首での足底屈曲が主機能である。第3排
骨筋は足首背屈曲，囲内(外転と外反)を主機能としている。
図6は半腿様筋の筋電図で(上級，中級，初級各1例)あるが各人とも他筋
と比較して良く使われており，上級者はインパクト後l乙最大の活動電位を記録
しているのに対して初級者はインパクト前に最大を示しているが，乙れは上級
者がインパクト直後の膝の固定を強力に行っているためであり，初級者はダウ
ンスイング前から左脚の硬直状態を示している，又インパクト以前l乙膝が左廻
りに逃げていることをも示していると考えられる。図7は右脚の半腫様筋であ
るが，この筋では上級者，中級者が強く筋を使用し初級者は弱い，文インパク
トと最大放電の時期が上・中級の間で差異がある。強い放電はテークパック時
lζ肩，日要の右廻りを下脚特に右膝で強く受け止めているためであると考えられ，
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上級者のインパクト後の放電減少はインパクト直前に左脚に荷重が移った結果
右半臆様筋の使用が急激に弱くなったためと考えられる。これに反して中級者
はインパクト後まで放電が持続し，初級者はテークパックの浅いことから右膝
で確実に右回転を受け止めていないことを示すのであろうと思われる。図8は
左の外側広筋の活動電位を示すが，上・中級者はほぼ同じ傾向を示しインパク
卜直前直後時における左膝固定を示すが特に強く使用されないようである。初
級者のインパクトが最大放電の直前にくるのは手打状態で荷重変換が遅れてい
る事を示しているといえよう。図9は右の外側広筋の筋電図であるが各人とも
特に差は認められる使用していないが中級者の放電にピークが2つあるのは，
スイングがワンピースに行われていないのではなし、かと思われる。図10は左ひ
らめ筋を示すが初心者の放電が特l乙大きく右ひらめ筋も更に大きく強L、放電が
みられるのは，スイン夕、、を通じて上方への伸び、あがりが強い乙とを示し特にや
や右脚の強い使用が認められる。上・中級者とも使用強度は小さいが，図11の
右筋の使用状態からみても両者とも上下動は少なく両脚膝の水平回転がスムー
ズに行われていることを示すものといえよう。上・中級ともインパクト後lと放
電が著しいのはスイングのフィニッシュの時点で右脚で姿勢を受けとめたこと
によるのではないかと思われる。図12は第3腕骨筋の左筋電図だが中・初級者
l乙放電のピークが2個あるが，これはインパクト前後の左脚への荷重変化に際
して断続があったのではないかと思われる。左脚を通るスイング軸の動揺にも
関連しているものと考えられ，スイングプレートの波状動にも関連しているの
ではないかと推量される。図13は右の第3排骨筋の筋電図だが各級l乙差はない
ようであるが，上級者で右ひらめ筋より強い放電が認められ初級者で逆に右ひ
らめ筋より小さい放電が認められ正反対になっているが，これはひらめ筋が身
体の上下動に関連し働き第3排骨筋は足首の囲内に関連しているためであり，
このことは初心者はスイング全体を通じ上下動が著しく，上級者は上下動が少
なく膝の水平回転が行われているためと考えられよう。
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結果
上級者の荷重曲線は X-Yレコーダに記録されているように僅かに弓形をな
し右上がりで左下がりの曲線を示しY軸から大きくはずれない。乙の乙とから
前後の動揺が少ないことを示している。又左下がりは夕、、ウンスイング後半の左
廻り水平回転を行っていることを示しY軸に平行な体重移動が行われていない
ことを示し，テークパックのトップオブスインクーからインパクトまでの移行(荷
重の)距離は必ずしも長くならないことを指摘したい。スイングはテークパッ
クの右廻り水平回転から回転軸を変換した左廻りダウンスイングの水平回転で
あり， レートヒッテイングのため最大荷重(左脚)の後にインパク卜が来るこ
とを示している。一方初級者は一般にスイングを通じて前のめりのつま先荷重
になり前後の動揺が激しい。一部中級者の荷重曲線は上級者の曲線l乙類似して
いるが弓形の度合がより大きい。初級者は上下の動揺も大きくテークパック，
ダウンスイングとも水平回転がなされていない傾向があり，右脚から左膝への
体重移動が水平回転を上廻っているような傾向にある。特にダウンスイングの
回転軸がぶれる傾向にあるのは初・中級とも共通点である。
筋電図から指摘される乙とは，上級者は初・中級者よりテークパック時の右
半臆様筋の放電の大きいことを除けば各筋とも活動電位が低く急激な放電も少
ないことから，滑らかな筋活動がなされているといえよう。図11に示される初
心者の筋電図のように急激に硬直状態がつづくような筋活動がみられ，図12の
初・中級者の筋活動が示すように断続的不円滑な動作も特徴的である。一方イ
ンパクトの位置も大半の筋電図で異り特に上級者と初級者間での差異が激しい。
乙れは初級者が手打ちの状態を示すスイングであったり，上，下，前，後の動
揺の大きい乙とを示したり，回転軸の「ぶれ」が大きいことの結果であると推
量される。又初・中級者は上級者l乙比較して脱力と緊張の交互の変化にとぼし
く全体l乙過度の緊張が強い。筋電図の示すところは X-Yレコーダーに示され
る荷重変化と乙れに伴うスイングの状態を的確に指摘，裏付けをしているとい
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えよう。以上のことがらを綜合すると先述したスイングの基礎理論と上級者の
実際のスイングは合致しており，初・中級者，特l乙初級者のスイングは基礎理
論からはづれている事項が多い乙とが実験から判明しているといえる。今後は
コツレフスイング時の両脚荷重変化のデータを積み重ねスイングパターンの設定
確立を行う乙とによってスイングの解明と指導改善に寄与できると考えられる。
1.小田桐洋
2 河村龍馬
3 梶山朔ー
4. ロパー ト・ガラン
5 松枝 張
6. 拓植秀臣
7. B. トリッカー
8 宮下充正
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